
　『
筑
前
の
磁
器
須
恵
焼
』（
須

恵
町
教
育
委
員
会
、
１
９
８
１

年［
昭
和
56
年
］）の
年
表「
須
恵

焼
の
変
遷
」に
、

「
１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）、

許こ
の
み斐

友
次
郎
、尾
州（
尾
張
国
）・

嘉
助
文
書
発
見
」

と
あ
り
ま
す
。
許
斐
友
次
郎
は

福
岡
市
船ふ

な

町ま
ち

在
住
の
実
業
家
で
、

須
恵
焼
の
収
集
、
研
究
に
尽
力

し
た
人
物
で
す
。

　
こ
の
嘉
助
文
書
は『
陶
器
大

辞
典
』巻
三（
陶
器
全
集
刊
行
会

編
、
富
山
房
、
１
９
３
５
年［
昭

和
10
年
］）に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
漢
文
風
の
文
は
読
み
下

し
と
し
、
送
り
が
な
、
句
読
点
、

ふ
り
が
な
な
ど
を
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、（
　
）に
説
明
を
補
足
し
、

誤
り
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
正

し
ま
し
た
。

〔
瀬
戸
と
の
関
係
〕須
恵
と
瀬
戸

（
須
恵
焼
と
瀬
戸
焼
）と
の
交
渉

に
就
い
て
は
、
家
蔵（
許
斐
家

所
蔵
）の
中
に
左
の
文
献
が
あ

る
。
両
者
の
関
係
の
一
端
を
窺

ひ
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら

う
。

一
筆
申
し
入
れ
候
。
然し

か

れ
ば
貴

殿
事
、
暫し

ば

し
旅
行
、
職
業
筋
に

遙
々
上
達
い
た
し
居
り
申
す
べ

く
、
中
の
番（
福
岡
の
地
名
、
後

の
名
島
町
、現
在
の
天
神
付
近
）

善
右
衛
門
便（
善
右
衛
門
宛
の

手
紙
）に
伝
言
の
趣
も
承
知
致

し
、
其
の
上
父
勘
三
へ
指
し
下

し
の
焼
物
、
拝
見
致
し
、
相
悦

び
居
り
候
事
に
候
。
然
る
に
当

年
七
月
初
め
に
て
往
来
日
切

れ（
往
来
切
手〔
旅
行
許
可
証
〕

の
期
限
が
切
れ
る
）に
相
成
り
、

役
場
御
用
筋（
皿
山
役
所
の
公

用
）も
永
く
滞
留
い
た
し
居
り

候
て
は
、
指
し
仕
え
筋
も
こ
れ

有
り（
長
く
留
守
に
さ
れ
て
は

困
る
の
で
）、
父
勘
三
儀
も
貴

殿
帰
国
を
待
ち
か
ね
居
り
候そ

う
らえ

ば
、
旁か

た

々が
た

往
来
日
切
れ
に
相
成

ら
ざ
る
前ま

え

広び
ろ

に（
事
前
に
）帰
国

に
相
成
り
た
し
。つ
い
て
は（
福

岡
藩
の
）大
坂
屋
敷
御
銀
方
清

水
善
蔵
に
委
細
頼
み
遣
わ
し
置

き
候
間
、
大
坂
を
出
で
候
折
々

の
旅
用（
旅
行
費
用
）は
取
り
替

え（
精
算
し
て
）相
渡
す
べ
き
に

付
き
、
尾
張
よ
り
大
坂
ま
で
の

旅
用（
帰
国
費
用
の
内
、
大
坂

ま
で
の
分
）は
、
前
広（
前
も
っ

て
）繰
り
合
わ
せ
用
意
の
上
、

出
立
こ
れ
有
り
た
し（
手
元
の

お
金
で
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
）。

な
お
皿
山
竈
人
と
も（
皿
山
の

職
人
た
ち
が
）岸
太
郎
頼
み
越

し
の
五
島
石
、
天
草
石
、
今こ

ん

便び
ん

指
し
送
り
候
に
付
き
、
此
の
代

料
を
以
て
大
坂
ま
で
の
旅
用
足

し
に
仕
ら
せ
候
て
も
、
よ
ろ
し

く
候
条（
五
島
石
・
天
草
石
の

販
売
代
金
を
旅
費
の
一
部
に
流

用
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
）、

彼
是
の
趣
、
承
知
こ
れ
有
る
べ

く
候
。
此
の
段
申
し
入
れ
候
。

　
　
　
　
須
恵
皿
山
役
所（
印
）

　
　
尾
州
瀬
戸
村

　
　
　
　
加
藤
岸
太
郎
所
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
助
殿

な
お
岸
太
郎
よ
り
頼
み
越
し
の

五
島
石
、
天
草
石
、
口く

ち

木ぎ（
瓶
、

徳
利
な
ど
の
栓〔
日
本
国
語
大

辞
典
〕）、
此
の
節
、
船
便
に
差

し
登
し
候
つ
も
り
に
候
。

　
こ
の
文
書
に
徴
す
れ
ば
、
須

恵
窯
は
肥
前
及
び
京
都
、
瀬
戸

の
各

お
の
お
の

長
所
を
採
っ
て
製
出
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　
手
紙
に
は
年
号
が
記
さ
れ
ず
、

月
日
だ
け
が
書
か
れ
る
の
が
普

通
で
す
が
、
こ
の
手
紙
に
は
月

日
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
加

藤
岸
太
郎
は
幕
末
か
ら
明
治
期

に
瀬
戸
焼
の
陶
工
と
し
て
活
躍

し
た
人
の
よ
う
な
の
で
、
嘉
助

や「
父
勘
三
」と
あ
る
人
物
も
幕

末
か
ら
明
治
期
の
人
物
だ
と
分

か
り
ま
す
。
嘉
助
に
つ
い
て
は
、

別
の
文
献
に
よ
っ
て
ど
う
い
う

人
物
で
あ
る
の
か
が
判
明
し
ま

す
。
次
の
引
用
は『
東
亜
先
覚

志
士
記
伝
』下
巻（
黒
龍
会
編
・

出
版
、１
９
３
６［
昭
和
11
年
］）

か
ら
で
、明
治
・
大
正
・
昭
和
期

に
ア
ジ
ア
問
題
で
活
躍
し
た
人

物
の
伝
記
で
す
。
金
森
甚
助
は

実
業
家
で
ロ
シ
ア
問
題
に
関
係

し
ま
し
た
。

　
金
森
甚
輔（
実
業
、露
）

　
明
治
三
年（
１
８
７
０
年
）六

月
二
十
一
日
、
福
岡
市
荒
戸
町

に
生う

ま

る
。
父
嘉
助
は
須
恵
焼
の

町文化財専門委員
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技
術
に
長
じ
、
福
岡
藩
の
御
用

を
勤
め
て
そ
の
竈
元
で
あ
つ
た

が
、
廃
藩
置
県
後
、
藩
業
の
須

恵
焼
竈
を
払
下
げ
て（
も
ら
い
）

独
力
経
営
し
て
ゐ
た
。
甚
輔
は

家
業
を
助
け
て
十
七
八
歳
の
頃

よ
り
能
く
之
が
経
営
に
任
じ
、

時
代
の
進
運
に
鑑か

ん
がみ

て
夙つ

と

に
福

岡
に
硝
子
工
場
を
設
け
、
斯
業

の
進
歩
に
貢
献
す
る
所
あ
つ
た
。

明
治
二
十
八
年（
１
８
９
５
年
）

西シ

伯ベ

利リ

亜ア

烏ウ

蘇ス

里リ
ー

鉄
道
が
敷
設

せ
ら
る
ゝ
や
、
海
外
に
雄
飛
す

る
は
此
秋と

き

な
り
と
て
家
業
を
弟

に
委
ね
て
露
領
浦ウ

ラ

潮ジ
オ（

ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
）に
渡
航
し
、
鉄

道
敷
設
事
業
に
従
事
し
、
後
ち

硝
子
店
を
開
き
遂
に
浦
潮
市
内

の
硝
子
窓
を
一
手
に
引
承
け
る

ま
で
の
域
に
達
し
、
建
築
界
の

重
鎮
と
し
て
推
さ
る
ゝ
に
至
つ

た
。（
略
）

　
手
紙
の
宛
先
は
尾
張
の
瀬
戸
、

加
藤
岸
太
郎
方
に
滞
在
中
の
金

森
嘉
助
に
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
。
嘉
助
は
須
恵
焼
の
竈
元
で
、

優
れ
た
陶
工
で
も
あ
っ
た
の
で
、

瀬
戸
に
焼
物
の
技
術
を
学
び
に

行
き
、
そ
の
試
作
品（
あ
る
い

は
見
本
）を
勘
三
に
送
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
の
出
来
栄
え
が

素
晴
ら
し
く
、
手
紙
の
筆
者
は

喜
び
ま
し
た
。

　
一
方
、手
紙
の
筆
者（
差
出
人
）

は
勘
三
の
息
子
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
勘
三
父
子
は
嘉

助
と
と
も
に
須
恵
皿
山
役
所
の

経
営
に
当
た
っ
て
い
た
人
物
と

言
え
ま
す
。
皿
山
役
所
の
公
印

を
使
っ
て
手
紙
を
出
し
た
と
す

れ
ば
、
勘
三
の
息
子
の
方
は
嘉

助
の
留
守
を
預
か
る
支
配
人
の

よ
う
な
立
場
な
の
で
し
ょ
う
。

　
金
森
甚
助
は
明
治
３
年
の
生

ま
れ
で
十
七
、八
歳
の
頃
に
須

恵
焼
の
経
営
に
携
わ
っ
た
と
す

れ
ば
、
明
治
20
年（
１
８
８
７

年
）ご
ろ
、す
で
に
民
営
に
な
っ

た
後
の
須
恵
焼
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
手
紙
か
ら
次
の
よ
う
な

事
情
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
幕
末
期
、須
恵
皿
山
役
所（
福

岡
藩
の
一
部
門
）に
瀬
戸
の
技

術
を
導
入
す
る
た
め
、
嘉
助
は

は
る
ば
る
尾
張
の
瀬
戸
ま
で
行

き
ま
し
た
。
そ
し
て
加
藤
岸

太
郎
の
所
に
滞
在
し
た
の
で
す

が
、
岸
太
郎
の
方
は
こ
れ
幸
い

と
、五
島
石
・
天
草
石
・
口
木
を

皿
山
役
所
か
ら
購
入
し
た
い
と

申
し
込
ん
だ
の
で
し
た
。
天
草

石
は
陶
石
で
、
こ
れ
を
水
車
で

粉
に
し
て
須
恵
焼
の
原
料
と
し

ま
し
た
。
須
恵
焼
が
粘
土
を
原

料
と
す
る
陶
器
で
は
な
く
、
磁

器
と
称
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め

で
す
。
再
び
許
斐
友
次
郎
に
よ

る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

　
尚
原
土（
須
恵
焼
の
原
材
料
）

に
就
て
は
、
須
恵
皿
山
よ
り
出

る
陶
土
と
皿
山
よ
り
西
数
町
を

隔
て
た
る
所
に
あ
る
石
を
粉
砕

し
て
製
作
さ
れ
、
そ
れ
に
五
島

石
、
天
草
石
を
混
合
し
、
白
磁

と
し
て
最
良
の
原
料
で
あ
つ
た
。

釉
薬
の
金き

ん

錆さ
び

製
は
、
同
様
皿
山

の
北
方
よ
り
採
取
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

　
皿
山
役
所
か
ら
瀬
戸
に
送
っ

た
五
島
石
・
天
草
石
の
代
金
は

嘉
助
が
現
地
で
受
け
取
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
帰
途
の
旅
行

費
用
に
流
用
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
嘉
助
の
旅
行
は
公
用

と
し
て
、
経
費
は
次
の
よ
う
に

支
給
さ
れ
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

大
坂
ま
で
の
行
き
の
費
用
は
皿

山
役
所
を
通
じ
て
藩
か
ら
支
給

さ
れ
、
大
坂
か
ら
瀬
戸
ま
で
は

大
坂
の
藩
邸（
お
そ
ら
く
蔵
屋

敷
）が
支
給
し
ま
す
。
帰
途
は

瀬
戸
か
ら
大
坂
ま
で
は
嘉
助
の

手
持
ち
の
金
を
使
い
、
大
坂
の

蔵
屋
敷
で
精
算
し
、
大
坂
か
ら

福
岡
、
須
恵
ま
で
は
大
坂
の
藩

邸
が
支
給
し
ま
す
。
つ
ま
り
公

用
の
出
張
と
し
て
、
公
費
の
負

担
で
旅
行
し
た
の
で
し
た
。

　
旅
行
に
は
往
来
切
手（
通
行

手
形
に
当
た
る
も
の
）が
必
要

で
す
が
、
そ
こ
に
は
有
効
期
限

が
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
期
限
が
７
月
初
め
で
あ
り
、

そ
の
前
に
は
何
と
し
て
も
大
坂

の
藩
邸
に
た
ど
り
着
き
、
新
た

に
期
限
を
書
き
直
し
た
往
来
切

手
を
受
け
取
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
し
た
。
公
用
で
き
ち
ん
と

し
た
往
来
切
手
を
所
持
し
て
い

る
場
合
、
途
中
通
過
す
る
地
域

で
も
安
全
が
保
証
さ
れ
ま
し
た
。

金
きんさびそめつけあきくさもんこーひーひとそろえ

錆染付秋草文珈琲一揃 提供　須恵町染
そめつけ
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